
『立
正
安
国
論
』
の
禅
宗
批
判
に
つ
い
て
株

橋

隆

真

一
、
問
題
の
所
在

『立
正
安
国
論
』
（以
下

『安
国
論
』
と
略
称
）
は
、
文
応
元
年

（
一
二
六
〇
）
に
前
執
権
北
条
時
頼
に
上
程
さ
れ
、
正
し
い
仏
法

（＝

正
法
）
に
よ

っ
て
、
国
家
や
社
会
を
平
安
た
ら
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、　
一
つ
の
確
信
に
基
づ
き
、
当
時
続
出
す
る
天
変
地

異

。
社
会
不
安
の
原
因
を
明
ら
か
に
し
て
、
最
終
的
に
は
仏
教
を

一
乗
妙
法
に
統

一
し
、
帰
入
す
べ
し
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
過
程
に
於
い
て
、
諸
宗
に
対
す
る
批
判
が
存
し
、
殊
に
法
然
の
浄
土
教

（選
択
集
）

へ
の
批
判
が
大
半
を
占
め
て
い
る
と
考
え

ら
れ
て
き
た
。
従

っ
て
、
従
来
か
ら
安
国
論
は
念
仏
批
判
の
書
と
見
な
さ
れ
、
禅
宗
に
対
す
る
批
判
に
は
殊
更
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
こ
と
は
、
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
宗
祖
に
は
開
宗
当
時
か
ら
す
で
に
念
仏
と
と
も
に
禅
宗
破
が
存
し
て
い
た
と
し
て
、
以
前
か
ら

『安
国
論
』
の
時
頼
に
対

す
る
批
判
は
、
ひ
い
て
は
彼
の
蘭
渓
道
隆
に
対
す
る
帰
依

へ
の
批
判
で
も
あ
る
と
し
、
本
書
に
は
禅
宗
批
判
も
存
在
し
て
い
た
と
す
る

説
も
提
起
さ
れ
て
き
た
。

そ
れ
で
は
何
故
、
現
実
に

『安
国
論
』
に
禅
宗
破
が
明
言
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
か
と
い
う
理
由
は
、
こ
れ
ら
の
説
に
よ
る
と
、
宗
祖

の
時
頼
に
対
す
る
配
慮
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。

は
た
し
て
実
際
に
こ
の
よ
う
な
理
由
で
宗
祖
が
禅
宗
に
対
す
る
批
判
に
紙
数
を
費
や
さ
れ
な
か

っ
た
の
か
、
ま
た
、
禅
宗
に
批
判
的

桂
林
學
業
　
第
十
九
子
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で
あ

っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
何
故
明
言
を
避
け
ら
れ
た
の
か
、
他
に
別
の
理
由
が
あ
る
の
か
ど
う
か
考
え
て
み
た
い
。

二
、
宗
祖
の
禅
宗
批
判

宗
祖
の
禅
宗
に
対
す
る
批
判
は
、
御
遺
文
中
に
散
見
で
き
る
が
、
以
下
の
三
点
の
分
類
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

イ
、
禅
に
関
す
る
程
度
の
記
述

①

「禅
宗
の
人
い
わ
く
、　
一
代
聖
教
は
月
を
指
す
な
り
。
天
地
日
月
等
も
汝
等
が
妄
心
よ
り
出
た
り
。
十
方
の
浄
土
も
執
心
の
影

像
な
り
。
釈
迦
十
方
の
仏
陀
は
汝
が
覚
心
の
所
変
な
り
。
文
字
に
執
す
る
も
の
は
株
を
守
る
愚
人
也
。
…
法
華
の
行
者
は
心
中

に
四
十
余
年

。
己
今
当

。
皆
是
真
実

。
依
法
不
依
人
等
の
文
を
存
し
て
、
而
も
外
に
語
に
之
を
出
さ
ず
、
難
に
随
い
て
之
を
問

う
べ
し
」
翁
守
護
国
家
論
』
正
元

一　

一一一八
歳
　
定

一
三
三
）

②

「諸
経
論
の
言
語
道
断
の
文
を
信
ず
る
暗
禅
の
法
師
、
並
び
に
彼
等
を
信
ず
る
在
俗
等
、
四
十
余
年
の
諸
経
と
法
華
経
と
の
権

実
の
文
を
弁

へ
ざ
る
故
に
、
…

一
代
聖
教
に
は
如
来
の
実
事
を
ば
宣
べ
ら
れ
ざ
り
け
り
な
ん
ど
の
邪
念
を
お
こ
す
」
「
唱
法
華

題
目
抄
』
文
応
元
　
一二
九
歳
　
定

一
九
二
）

そ
の
他

『
一
代
五
時
図
』
（文
応
元
　
一二
九
歳
）
で
は
、
禅
宗

・
浄
土
宗

・
真
言
宗
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
名
及
び
依
経
を
方
等
部
に
摂
し
て

い
る
。

日
、
禅
宗
批
判
の
明
確
化
し
た
も
の

①

「し
か
る
に
日
本
国
の
当
世
の
学
者
、
或
は
法
華
経
を
拠
ち
て
…
或
は
教
外
を
立
て
て
、
法
華
の
正
法
を
軽
し
む
。
此
等
は
時

に
迷

へ
る
者
か
」
「
教
機
時
国
抄
』
弘
長
二
　
四

一
歳
　
定
二
四
四
）

②

「大
日
仏
陀
禅
宗
を
弘
め
…

一
切
経
を
捨
て
て
教
外
を
立
つ
。
書
ば
珠
を
捨
て
て
石
を
取
り
、
地
を
離
れ
て
空
に
登
る
が
如
し
。
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此
は
教
法
流
布
の
先
後
を
知
ら
ざ
る
者
也
」
（同
書
　
定
二
四
五
）

③

「禅
宗
は
法
華
経
を
吐
き
た
る
つ
ば
き
、
月
を
差
す
指
、
教
綱
な
ん
ど
下
す
。
此
等
豊
謗
法
に
あ
ら
ず
や
。
責
め
て
も
猶
あ
ま

り
あ
り
、
禁
め
て
も
亦
た
ら
ず
」
翁
薬
王
品
得
意
抄
』
文
永
二
　
四
四
歳
　
定
三
八
三
）

④

「念
仏
宗
と
禅
宗
等
に
御
帰
依
あ
る
故
に
、
日
本
国
中
の
守
護
諸
大
善
神

恙
に
依
り
て
起
こ
す
所
の
災
な
り
」
「
安
国
論
副
状
』

文
永
五
　
四
七
歳
　
定
四
二

一
）

⑤

「法
然

・
大
日
と
て
二
人
の
者
増
上
慢
の
者
あ
り
。
悪
鬼
そ
の
身
に
入
り
て
国
中
の
上
下
を
狂
惑
し
、
代
を
挙
げ
て
念
仏
者
と

成
り
、
人
ご
と
に
禅
宗
に
赴
く
」
翁
安
国
論
御
勘
由
来
』
文
永
五
　
四
七
歳
　
定
四
二
三
）

以
上
を
通
観
す
る
に
、
③
に
至
っ
て
は
、
批
判
が
明
確
化
し
、
そ
の
度
合
い
も
増
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
又
、
④

。
⑤
等
は
、

念
仏
と
と
も
に
禅
宗

へ
の
帰
依
が
、
現
前
の
天
災
や
社
会
の
不
安
定
を
ひ
き
起
こ
す
原
因
と
み
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
い
え
る
。

ハ
、
最
も
明
確
化
、
批
判
内
容
も
固
定
化
し
た
も
の

①

「念
仏
は
無
間
地
獄
の
業
、
禅
宗
は
天
魔
の
所
為
、
真
言
は
亡
国
の
悪
法
、
律
宗
は
国
賊
の
妄
説
と
云
々
」
「
与
建
長
寺
道
隆

書
』
文
永
五
　
四
七
歳
　
定
四
三
〇
）

②

「故
最
明
寺
入
道
殿
に
向
か
い
て
、
禅
宗
は
天
魔
の
所
為
な
る
べ
し
。
の
ち
に
勘
文
し
て
こ
れ
を
つ
げ
し
ら
し
む
」
『法
門
可
被

申
様
之
事
』
（文
永
六
　
四
八
歳
　
定
四
五
五
）

③

「天
魔
の
所
為
た
る
由
、
故
最
明
寺
入
道
殿
に
見
参
の
時
之
を
申
す
。
又
立
正
安
国
論
之
を
奉
る
」
『故
最
明
寺
入
道
殿
見
参
御

書
』
（文
永
六
　
四
八
歳
　
定
四
五
六
）

④

「建
長
五
年
の
此
よ
り
今
文
永
七
年
に
至
る
ま
で
、
此
の
十
六
年
の
間
、
禅
宗
と
念
仏
宗
と
を
難
ず
る
」
『善
無
畏
三
蔵
抄
』
（文

永
七
　
四
九
歳
　
定
四
七
三
）

『立
工
安
回
誇
』
の
祥
宗
批
判
に
つ
い
て
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⑤

「禅
宗
は
天
魔
の
説
。
若
し
依
り
て
行
ず
る
者
は
悪
見
を
増
長
す
と
」
『行
敏
御
返
事
』
（文
永
八
　
五
〇
歳
　
定
四
九
六
）

⑥

「禅
宗
は
天
魔
波
旬
の
説
と
云
々
。
此
又
日
蓮
の
私
の
言
に
非
ず
、
彼
の
宗
の
人
人
云
く
、
教
外
別
伝
と
云
々
。
仏
の
遺
言
に

云
く
、
我
経
の
外
に
正
法
有
り
と
云
は
ば
天
魔
の
説
な
り
」
『行
敏
訴
状
会
通
』
（文
永
八
　
五
〇
歳
　
定
四
九
八
～
九
）

①
に
は
所
謂
後
に

「四
箇
格
言
」
と
い
わ
れ
る

「念
仏
無
間

・
禅
天
魔

・
真
言
亡
国

・
律
国
賊
」
の
四
句
が
揃

っ
て
い
る
。
但
し
、

真
言
批
判
が
本
格
化
す
る
の
は

『寺
泊
御
書
』
（文
永
八
　
五
〇
歳
　
定
五

一
三
～
四
）
あ
た
り
か
ら
と
い
わ
れ
、
こ
の
時
期
の
真
言
批

判

（特
に
台
密
）
の
有
無
に
は
疑
義
が
も
た
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
偽
書
説
が
主
流
で
あ
る
。
ま
た
、
②
と
③
に
つ
い
て
も

『安
国
論
』

の
内
容
と

一
致
し
な
い
こ
と
か
ら
、
疑
義
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
④

・
⑤

・
⑥
の
頃
が
、
禅
宗
批
判
の
最
高
潮
で
あ
る
こ
と
が
、
『
選
時
抄
』
の
述
懐
か
ら
し
て
も
考
え
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
、
ま
と
め

以
上
、
禅
宗
批
判
に
関
す
る
遺
文
を
い
く
つ
か
の
視
点
か
ら
系
年
順
に
挙
げ
て
み
た
が
、
こ
れ
ら
を
概
観
し
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と

が
言
え
よ
う
。

ま
ず
、
禅
宗
に
対
す
る
批
判
は
、
開
宗
当
時
か
ら
明
確
で
は
な
い
が
、
す
で
に
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

次
に
、
そ
れ
が
文
永
二
年
頃
か
ら
徐
々
に
明
確
に
な
り
、
『安
国
論
副
状
』
。
『安
国
論
御
勘
由
来
』
の
文
永
五
年
あ
た
り
か
ら
念
仏
と

と
も
に
批
判
の
対
象
と
な

っ
て
本
格
化
し
、
文
永
七

・
八
年
頃
が
最
高
潮
に
達
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
宗
祖
の
生
涯
を
通
じ
て
、
他
宗
に
対
す
る
批
判
の
経
緯
を
見
る
と
、
佐
渡
以
前
は
批
判
の
主
眼
が
、
念
仏

。
法
然
浄
土
教
に

あ
り
、
佐
渡
以
後
は
真
言
密
教

（台
密
）

へ
と
移

っ
て
い
る
数

ま
た
禅
宗
に
対
す
る
批
判
の
内
容
は
、
全
体
的
に
具
体
的
な
論
書
の
思
想
内
容
に
基
づ
く
も
の
は
見
あ
た
ら
ず
、
禅
宗
の
特
徴
を
総
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括
的
に
捉
え
た
、
比
較
的
簡
略
な
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
ヽ

従

っ
て
、
禅
に
対
す
る
批
判
は
、
念
仏
破
や
真
言
破
に
対
し
て
、
常
に
第
二
義
的
な
も
の
で
あ

っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三
、
安
国
論
の
禅
宗
批
判
に
つ
い
て

さ
て
、
で
は

『安
国
論
」
に
お
け
る
禅
に
関
す
る
記
述
を
挙
げ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
具
体
的
に
は
次
の
二
点
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。

ま
ず
、
直
接
的
な
も
の
と
し
て
は
、

坐
禅
入
定
の
儀
を
全
う
し
て
、
空
観
の
月
を
澄
ま
し

と
、
客
人
が
第

一
間
に
お
い
て
、
当
時
行
わ
れ
て
い
た
信
仰

・
宗
教
を
九
項
目
挙
げ
る
う
ち
の

一
つ
と
し
て
触
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ど

れ
も
が

「唯
肝
胆
を
擢
く
の
み
し
て
…
「
と
、
気
休
め
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
お
り
、
そ
の
他
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

次
に
間
接
的
な
禅
宗
批
判
と
受
け
取
れ
る
の
は
、

法
華
経
に
云
く
、
悪
世
の
中
の
比
丘
は
邪
知
に
し
て
、
心
諮
曲
に
未
だ
得
ざ
る
を
為
れ
得
た
り
と
謂
ひ
、
我
慢
の
心
充
満
せ
ん
。

或
い
は
阿
練
若
に
納
衣
に
し
て
空
閑
に
在
り
。
自
ら
真
の
道
を
行
ず
と
謂
ひ
て
人
間
を
軽
賤
す
る
者
有
ら
ん
。
利
養
に
貪
著
す
る

故
に
、
自
衣
の
与
に
法
を
説
き
、
世
に
恭
敬
せ
為
る
こ
と
六
通
羅
漢
の
如
く
な
ら
ん
。
…
。

涅
槃
経
に
云
く
、
…
正
法
滅
し
て
後
、
像
法
の
中
に
於
て
当
に
比
丘
有
る
べ
し
。
持
律
に
似
像
し
て
少
し
く
経
を
読
誦
し
飲
食
を

貪
嗜
し
て
其
身
を
長
養
し
、
袈
裟
を
著
す
と
雖
も
猶
ほ
猟
師
の
細
め
に
視
て
徐
に
行
く
が
如
く
、
猫
の
鼠
を
伺
ふ
が
如
し
。
常
に

是
言
を
唱

へ
ん
、
我
羅
漢
を
得
た
り
と
。
外
に
は
賢
善
を
現
じ
、
内
に
は
貪
嫉
を
懐
く
。
唖
法
を
受
く
る
婆
羅
門
等
の
如
し
。
実

に
は
沙
門
に
非
ず
し
て
、
沙
門
の
像
を
現
じ
、
邪
見
熾
盛
に
し
て
正
法
を
誹
謗
せ
ん

［已
上
］
。
文
に
就
て
世
を
見
る
に
、
誠
に
以

『立
工
安
国
論
』
の
祥
宗
批
判
に
つ
い
て
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て
然
な
り
実
。
悪
侶
を
誡
め
不
れ
ば
、
豊
に
善
事
を
成
さ
ん
哉
。

と
、
第
二
答
に
お
い
て
勧
持
品
に
説
か
れ
る
三
類
の
強
敵
の
う
ち
、
第
二
道
門
増
上
慢
、
第
二
潜
聖
増
上
慢
に
つ
い
て
、
厳
し
く
誠
め

な
け
れ
ば
、
善
事
を
成
就
で
き
な
い
と
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
例
え
ば

『唱
法
華
題
目
抄
』
で
は
、

二
人
の
中
に
、
第

一
の
俗
衆
の
毀
よ
り
も
、
第
二
の
邪
智
の
比
丘
の
毀
は
猶
忍
び
難
し
。
ま
た
第
二
の
比
丘
よ
り
も
第
三
の
大
衣

の
阿
練
若
の
僧
は
甚
だ
し
。

と
、
潜
聖
増
上
慢
の
最
も
悪
比
丘
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
『開
目
抄
』
で
は
、

東
春
に

「即
ち
こ
れ
出
家
の
処
に

一
切
の
悪
人
を
摂
す
」
等
と
は
、
当
世
日
本
国
に
は
い
ず
れ
の
処
ぞ
や
。
叡
山
か
園
城
か
東
寺

か
南
都
か
。
建
仁
寺
か
寿
福
寺
か
建
長
寺
か
。
よ
く
よ
く
た
づ
ぬ
べ
し
。
…
華
洛
に
は
聖

一
等
、
鎌
倉
に
は
良
観
等
に
に
た
り
。

と
、
こ
れ
に
禅
宗

・
律
宗
の
僧
等
が
配
当
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
安
国
論
に
於
い
て
は
、
禅
に
対
す
る
批
判
は
極
め
て
少
な
く
、
従

っ
て
、
禅
に
関
す
る
批
判
的
な
文
章
は
見
受
け
て

も
、
具
体
的
に
明
確
に
破
折
す
る
態
度
は
見
当
た
ら
な
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
以
上
の
視
点
か
ら

『安
国
論
』
の
禅
宗
破
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
、
例
え
ば
、
第
五
答
の
、

是
偏
に
私
曲
の
詞
を
展
べ
て
、
全
く
仏
教
の
説
を
見
ず

の
文
が
着
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
法
然
が

『選
択
集
』
に
お
い
て
、
浄
土
教

・
弥
陀

・
念
仏
の
み
を
選
択
し
、
そ
れ
以
外
す
べ
て
を
所
謂

捨

・
閉

・
欄

。
拠
す
る
と
い
う
排
他
的
な
仏
教
観
を
展
開
し
、
そ
れ
に
対
し
て
彼
の
曲
解
甚
だ
し
い
も
の
と
主
人
が
厳
し
く
糾
弾
す
る

文
言
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
禅
破
折
に
関
す
る
文
で
あ
る
と
し
て
、
文
面
上
は
法
然
の
浄
土
教
を
批
判
し
て
い
る
が
、
同
時
に
北

条
時
頼
の
禅
信
仰
に
対
す
る
諫
暁
で
も
あ
る
と
解
す
る
意
見
が
あ
る
。
は
た
し
て
そ
の
解
釈
は
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
根
拠
も
不
明
で
類
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推
の
域
を
出
な
い
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
何
故
な
ら
、
『安
国
論
』
の
当
該
箇
所
の
前
後
に
は
、
法
然
浄
土
教
に
対
し
て
詳
細
且

つ
厳
し
い
批
判
の
み
で
、
禅
に
対
す
る
も
の
は
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
第
九
答
の
、

”

汝
早
く
信
仰
の
寸
心
を
改
め
て
、
実
乗
の

一
善
に
帰
せ
よ

の

「汝
」
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
は
北
条
時
頼
を
指
し
、
そ
の
上
に
彼
の
信
奉
す
る
禅
宗
の
教
え
を
禁
止
す
る
文
言
と
解
釈
し
て
い
る

意
見
に
つ
い
て
は
、
『安
国
論
』
に
禅
宗
破
が
存
在
す
る
と
の
前
提
に
偏

っ
た
、
あ
ま
り
に
断
定
的
な
見
方
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
何

故
な
ら
、
「汝
」
（＝
旅
客
）
の
意
の
中
に
は
、
当
時
す
で
に
執
権
の
地
位
を
去

っ
た
と
は
い
え
、
実
際
の
権
力
を
掌
握
し
て
い
た
北
条

時
頼
を
指
し
て
い
る
部
分
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
時
頼
に
擬
え
て
、
同
時
に
真
の
正
し
い
仏
法
を
知
ら
な
い

一
般

の
人
々
を
指
し
て
い
る
と
も
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。
時
頼
を
含
む
世
の
人
々
が
行

っ
て
い
た
種
々
の
信
仰
が
、
い
か
に
無
力
で
あ
る
か

を
こ
こ
で
立
証
し
て
い
っ
た
と
み
る
べ
き
で
、
時
頼
の
信
奉
す
る
悪
比
丘
の
教
え
＝
禅
の
み
を
止
め
る
意
味
だ
け
で
は
な
い
と
思
わ
れ

フつ
。こ

の
点
か
ら
す
る
と
、
敢
え
て
時
頼

へ
の
批
判
の

一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
彼
の
蘭
渓
道
隆

へ
の
帰
依
と
い
っ
た
個
人
的
な

信
仰
と
同
時
に
、
種
々
雑
多
な
信
仰
を
取
り
入
れ
、
統

一
性
の
な
い
宗
教
界
の
現
状
を
作
り
出
し
た
、
権
力
者
と
し
て
の
責
任
を
問
わ

れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

従

っ
て
、
時
頼
個
人
の
信
仰
云
々
よ
り
、
む
し
ろ
こ
う
し
た
社
会
不
安
の
原
因
の

一
端
を
担

っ
た
こ
と

へ
の
批
判
で
あ

っ
て
、
誤
っ

た
宗
教

へ
の
考
え
方
を
改
め
て
、

物

実
乗
の

一
善
に
帰
せ
よ

と
、
仏
教
諸
宗
の
統

一
、
さ
ら
に
は

一
乗
妙
法
に
帰
入
す
べ
き
で
あ
る
と
喚
起
を
促
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『立
工
安
国
論
』
の
祥
宗
批
判
に
つ
い
て
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四
、
結
語

で
は
何
故

『安
国
論
』
で
は
、
禅
宗

へ
の
批
判
は
明
言
さ
れ
ず
、
念
仏
批
判
に
絞
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
の
点
が
考
え
ら
れ
よ

，うノ。ま
ず
、
『安
国
論
』
の
場
合
、
「勘
文
」
の
形
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
勘
文
と
は
、
朝
廷
や
幕
府
の
諮
問
を
受

け
て
、
先
例

。
典
故

・
方
角

・
災
異
な
ど
に
つ
い
て
、
太
政
官

・
外
記

。
史

。
明
法
博
士

・
神
祇
官

・
陰
陽
師
な
ど
が
そ
の
諮
間
に
対

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
的
立
場
か
ら
意
見
を
上
申
す
る
公
的
な
文
書
の
こ
と
で
あ
る
。
従

っ
て
、
私
的
と
は
言
え
、
宗
祖
自
ら

「勘
文
」

と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
上
申
書
と
い
う
性
格
上
、直
接
執
権
者
に
対
す
る
批
判
と
な
る
も
の
は
避
け
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

つ
ま
り
禅
宗
批
判
を
明
言
さ
れ
な
か

っ
た
の
は
、
「配
慮
」
で
は
な
く
、
「勘
文
」
と
い
う
形
式
を
採
用
し
て
上
程
さ
れ
た
か
ら
で
あ

る
。
で
あ
る
か
ら
、
「意
見
書
」
と
し
て
自
ら
の
論
文
を
提
出
す
る
の
な
ら
、
直
接
の
批
判
も
あ
り
得
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
幕
府

ヘ

の
上
書
と
い
う
目
的
を
達
す
る
た
め
に
熟
慮
の
上
熟
慮
を
重
ね
た
結
果
、
論
文
で
は
な
く
上
申
書
と
し
て
の
勘
文
と
い
う
形
式
を
採

っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
方
、
思
想
的

。
内
容
的
な
立
場
か
ら
す
る
と
、
『安
国
論
』
は
、
「立
正
」
（＝
正
法
を
建
立
）
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
「安
国
」
（＝

国
家

・
社
会
を
安
定
）
に
さ
せ
る
こ
と
が
そ
の
目
的
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
こ
に
言
わ
れ
る

「安
国
」
の
意
味
が
問
題
と
な
ろ
う
。
正
仏
法
の
建
立
に
よ

つ
て
得
ら
れ
る
国
上
の
安
定
と
は
、
ど
の

よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
『安
国
論
』
を

一
瞥
し
て
み
る
と
、
本
文
中
、
「国
」
と
い
う
語
は
七
〇
カ
所
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち

「安
国
」
は

一
カ
所
、
「仏
国
」
は
ニ
カ
所
、
そ
れ
ぞ
れ
用
例
が
あ
る
。
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例
え
ば
、
「安
国
」
に
つ
い
て
み
る
と
、

も
し
先
ず
国
土
を
安
ん
じ
て
現
当
を
祈
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
速
か
に
情
慮
を
回
ら
し
い
そ
い
で
対
治
を
加
え
よ
り

と
、
安
国
の
為
に
は
謗
法
の
対
治
が
必
要
条
件
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
が
満
た
さ
れ
な
い
場
合
、

他
方
の
賊
来
り
て
そ
の
国
を
侵
逼
し
、
自
界
叛
逆
し
て
そ
の
地
を
掠
領
せ
ば
、
あ
に
驚
か
ざ
ら
ん
や
、
あ
に
騒
が
ざ
ら
ん
や
。
国

を
失
い
家
を
滅
せ
ば
、
何
れ
の
所
に
か
世
を
の
が
れ
ん
。
汝
す
べ
か
ら
く

一
身
の
安
堵
を
思
わ
ば
、
先
ず
四
表
の
静
論
を
祷
る
ベ

き
も
の
か
。

と
あ
る
よ
う
に
、
薬
師
経
等
で
述
べ
ら
れ
る
七
難
の
う
ち
、
未
だ
到
来
し
て
い
な
い
他
国
侵
逼
難

・
自
界
叛
逆
難
が
並
び
起
こ
る
で
あ

ろ
う
と
警
告
を
与
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
自
己

一
身
の
安
全
の
た
め
に
は
、
国
土
社
会
の
安
穏
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
主
張
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

次
に
、
「仏
国
」
に
つ
い
て
は
、

然
れ
ば
則
ち
三
界
は
皆
仏
国
な
り
、
仏
国
其
れ
衰
え
ん
や
衰
え
ん
や
。
十
方
は
悉
く
宝
土
な
り
。
宝
土
何
ぞ
壊
れ
ん
や
。
国
に
衰

微
な
く
、
土
は
破
壊
な
く
ん
ば
、
身
は
こ
れ
安
全
に
し
て
、
心
は
こ
れ
禅
定
な
ら
ん
。

と
、
こ
こ
で
言
う
国
家

・
社
会
の
安
定
の
真
の
姿
は

「仏
国
」
、
つ
ま
り
、
仏
の
在
し
ま
す
国
土
で
あ

っ
て
、
寂
光
土
で
あ
り
浄
土
に
他

な
ら
な
い
。
即
ち
、
現
実
の
国
家

（社
会
）
を
正
法
に
よ

つ
て
仏
国

（宝
土
）

へ
と
実
現
化
す
る
こ
と
が
、
結
果
的
に
仏
国
の
建
立
で

あ
り
、
「国
を
安
ん
ず
る
」
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

従

っ
て
、
法
然
の
浄
土
教

へ
の
批
判
に
主
眼
が
置
か
れ
た
の
は
、
「仏
国
」
の
概
念
が
問
題
と
な

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

即
ち
、
法
然
の
言
う
浄
土
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の
世
界
で
あ
り
、
し
か
も
娑
婆
の
今
世
で
は
な
く
来
世
に
往
生
す
る
世
界
で
あ

っ
て
、

そ
れ
を
願
う
こ
と
が
究
極
的
な
臨
終
正
念
と
な
る
。

『
立
工
姜
口
論
』
の
祥
宗
批
判
に
つ
い
て
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そ
れ
に
対
し
て
、
『安
国
論
』
の
い
う

「仏
国
」
は
、
正
仏
法
を
打
ち
立
て
る
こ
と
に
よ

っ
て
の
み
成
し
得
る
こ
の
世
の
浄
土
で
あ
り
、

寂
光
土
で
あ
る
の
で
、
こ
の
身
の
ま
ま
の
成
仏
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る

（＝
即
身
成
仏
）
。
そ
の
こ
と
を
宗
祖
は
、

本
地
久
成
の
円
仏
は
、
此
の
世
界
に
在
せ
り
。
…
此
の
経
を
信
ず
る
人
の
所
住
の
処
は
即
ち
浄
土
な
り
。

と
、
現
状
に
対
し
て
否
定
的
な
現
世
の
彼
方
に
対
置
す
る

「仏
国
」
で
は
な
く
、
現
実
の
国
土
を
仏
国

（浄
土
）
に
成
し
遂
げ
て
い
く

現
在
の
当
所
が

「仏
国
」
と
な
る
の
で
あ

っ
て
、
故
に
、

汝
早
く
信
仰
の
寸
心
を
改
め
て
、
速
か
に
実
乗
の

一
善
に
帰
せ
よ
。
し
か
れ
ば
す
な
わ
ち
三
界
は
皆
仏
国
な
り
。
仏
国
そ
れ
衰
え

ん
や
。
十
方
は
悉
く
宝
土
な
り
。
宝
土
何
ぞ
壊
れ
ん
や
。

と
結
論
付
け
ら
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

宗
祖
は
国
土
を
現
実
に
即
し
た
仏
国
土
に
求
め
た
た
め
、
法
然
の
よ
う
に
他
の
国
土
を
欣
求
す
る
信
仰
と
は

一
線
を
画
し
、
徹
底
し

て
批
判
す
る
必
要
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
正
嘉
か
ら
打
ち
続
く
天
災
地
変
に
よ
る
災
異
の
真

っ
直
中
に
在
り
、
悲
惨
な
現

状
を
目
の
当
に
り
に
し
た
時
、
そ
こ
か
ら
の
復
興
を
誓
い
真
の
民
衆
の
幸
福
を
願
う
宗
祖
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
理
想
を
説
く
と
は
い

え
、
あ
ま
り
に
現
実
否
定
の
上
に
あ
る
相
対
的
な
国
土
を
容
認
す
る
こ
と
は
、
到
底
不
可
能
な
こ
と
だ

っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い

か
ら
で
あ
る
。

か
か
る
未
期
的
社
会
状
況
か
ら
、
現
実
的
に
如
何
に
し
て
回
復
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
困
難
な
課
題
の
克
服
の
た

め
に
は
、
民
衆
及
び
国
家
全
体
の
精
神
的
支
柱
に
仏
教
を
据
え
、
「立
正
」
に
よ
る

「安
国
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
最
終
的
方
途

に
至
っ
た
故
に
、
禅
で
は
な
く
念
仏
信
仰
の
破
折
に
主
眼
が
置
か
れ
た
の
は
、
謂
わ
ば
当
然
の
こ
と
で
あ

っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

よ

っ
て
、
宗
祖
に
と

っ
て
、
「安
国
」
と
は
、
決
し
て
浄
土
経
の
説
く
阿
弥
陀
仏
の
国

へ
の
往
生
で
は
な
く
、
現
前
に
仏
国
土
を
顕
現

す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
此
土
浄
土
の
実
現
で
も
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
土
を
捨
て
て
何
れ
の
上
を
願
う
べ
き
や
。
故
に
法
華
経
修
行
の
者
の
所
住
の
処
を
浄
土
と
思
う
べ
し
。
何
ぞ
煩
わ
し
く
他
の

処
を
求
め
ん
や
。
…
寿
量
品
に
至
り
て
実
の
浄
土
を
定
む
る
時
、
こ
の
土
は
す
な
わ
ち
浄
土
な
り
と
定
め
了
ん
ぬ
‰

と
あ
る
が
如
く
、
こ
れ
こ
そ

『守
護
国
家
論
』
か
ら
つ
づ
い
て
探
求
さ
れ
た
、
真
の
平
安
な
国
家
像
で
あ
り
結
論
で
あ

っ
て
、
そ
れ
が

「立
正
安
国
」
と
い
う
形
で
の
完
成
を
見
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
『安
国
論
』
に
お
け
る
禅
宗
破
に
つ
い
て
少
し
く
考
察
を
試
み
た
が
、
前
述
の

『法
門
可
被
申
様
之
事
』
や

『撰
時
抄
』
等
と

の
内
容
的
不

一
致
や
、
文
面
に
な
い
禅
宗
破
を
読
み
取
る
意
図
に
つ
い
て
も

一
考
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に

一
方
で
は
、
正
法

を
何
故
法
華
経
・南
無
妙
法
蓮
華
経
と
明
示
さ
れ
な
か

つ
た
の
か
、
む
し
ろ
こ
れ
が
最
大
の
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
、
機
会
を
侯

つ
て
言
及
し
て
み
た
い
所
在
で
あ
る
。

『
立
工
安
口
論
』
の
祥
宗
批
判
に
つ
い
て
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註

田
例
え
ば
近
年
で
は
、
「日
蓮
が
国
諌
に
よ
っ
て
悪
知
識
の
教
え
を
退
け
る
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
の
は
、念
仏
破
の
立
場
を
か
り
て
為

政
者
の
禅
信
仰
を
諫
言
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
」
（佐
藤
祐
規

「立
正
安
国
論
と
蘭
渓
道
隆
」
『印
仏
研
』
四
七
―

一　

平
成

一
〇
年
）

と
言
う
見
解
が
あ
る
。

②
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
「時
頼
が
宋
の
禅
僧
蘭
渓
道
隆
に
帰
依
し
て
い
た
こ
と
に
、
日
蓮
聖
人
が
配
慮
し
た
と
考
え
ら
れ
る
」
（関
戸
尭

海

ｆ
工
正
安
国
論
と
北
条
時
頼
」
『印
仏
研
』
四
六
―

一　

平
成
九
年
）
或
い
は
、
「文
応
元
年
の
進
献
の
際
に
敢
え
て
言
及
し
な
か

っ

た
の
は
、
や
は
り
時
頼

へ
の
配
慮
が
あ

っ
た
か
ら
だ
と
言
え
よ
う
」
（同
上
）
と
あ
り
、
ま
た
、
「公
場
対
決
の
招
集
を
意
図
し
て
の

時
頼

（禅
宗
の
檀
越
）

へ
の
配
慮
と
思
わ
れ
る
」
（佐
藤
祐
規
　
一則
掲
書
）
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

０
定
遺
　
一
〓
一八

一
～
二
頁
参
照

四
本
書
に
禅
宗
批
判
が
明
確
な
た
め
、
系
年
に
疑
義
を
唱
え
る
説
も
あ
る
。
（田
村
芳
郎

『鎌
倉
新
仏
教
思
想
の
研
究
』
昭
和
四
〇
年

平
楽
寺
書
店
　
五
九
八
頁
）

Ｄ
こ
の
あ
た
り
か
ら
本
格
的
な
禅
宗
破
と
見
る
説
が
あ
る
。
（田
村
芳
郎
氏
　
ユ則
掲
書
　
二
八
五
頁
参
照
）

⑥
そ
の
他
、
こ
の
四
句
は

『秋
元
御
書
』
・
『諫
暁
八
幡
抄
』
（と
も
に
弘
安
三
　
五
九
歳
定

一
七
三
二

・
一
八
四
五
）
に
も
あ
る
。

０
本
書
に

「諸
宗
之
中
真
言
宗
殊
至
僻
案
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
根
拠
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
高
木
豊
氏
は

「本
格
的
禅
宗
批
判
は
蒙

古
牒
状
到
来
の
文
永
五
年
頃
か
ら
で
、
そ
れ
以
前
は
教
理
的
批
判
が
中
心
」
と
し
て
い
る
。
名
日
蓮
と
そ
の
門
弟
』
弘
文
堂
　
昭
和

四
〇
年

　
一
六
八
頁
参
照
）

０
例
え
ば
、
「
こ
の
書
に
四
箇
格
言
順
序
通
り
に
み
え
る
が
、
実
は
日
蓮
に
お
い
て
四
箇
格
言
が
出
揃

っ
た
の
は
文
永
八
年

（五
十
歳
）
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十

一
月
の
佐
渡
配
流
以
後
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…

「真
言
ハ
亡
国
ノ
悪
法
」
と
あ
る
の
は
破
格
で
あ
る
」
（浅
井
円
道

「四
箇
格

き
Ｆ

『
日
蓮
聖
人
教
学
の
探
求
』
所
収
山
喜
坊
　
平
成
九
年
　
一
一
四

一
頁
）
と
あ
る
。

９
田
村
芳
郎
氏
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
二
書
と

『撰
時
抄
』
の

「去
し
文
応
元
年
七
月
十
六
日
に
立
正
安
国
論
を
最
明
寺
殿
に
奉
り
し
時
、

宿
屋
の
入
道
に
向
い
て
云
く
、
禅
宗
と
念
仏
宗
と
を
失
ひ
給
う
べ
し
と
申
さ
せ
給

へ
」
（建
治
元
　
五
四
歳
　
定

一
〇
五
三
）
等
の
内

容
に
つ
い
て
、
ご
一文
は
真
蹟
と
は
い
え
、
そ
の
ま
ま
う
の
み
に
で
き
な
い
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
」
と
し
て
い
る
。
（前
掲
書
　
一
一八

四
頁
）

ま
た
、
私
見
で
は
②
の

『法
門
可
被
申
様
之
事
』
に
つ
い
て
、
台
密
批
判
の
内
容
か
ら
し
て
、
系
年
的
に
問
題
な
し
と
は
し
な
い
。

⑩

『撰
時
抄
』
に
お
い
て
、
三
度
の
高
名
を
言
う
中
、
「去
し
文
応
元
年
七
月
十
六
日
に
立
正
安
国
論
を
最
明
寺
殿
に
奉
り
し
時
、
宿
屋

の
入
道
に
向
い
て
云
く
、
禅
宗
と
念
仏
宗
と
を
失
ひ
給
う
べ
し
と
申
さ
せ
給

へ
」
（建
治
元
　
五
四
歳
　
定

一
〇
五
三
）
と

「去
し
文

永
八
年
九
月
十
二
日
申
の
時
に
平
左
衛
門
の
尉
に
向
か
い
て
云
く
…

一
切
の
念
仏
者
、
禅
僧
等
が
寺
塔
を
ば
焼
き
は
ら
い
て
、
彼
等

が
頸
を
ゆ
ひ
の
は
ま
に
て
切
ら
ず
ば
、
日
本
国
必
ず
亡
ぶ
べ
し
と
申
し
候
了
ぬ
」
（同
上
）
等
の
述
懐
が
あ
る
。

ｍ
日
隆
聖
人
は

『法
華
天
台
両
宗
勝
劣
抄

（四
帖
抄
と

に
於
い
て
、
「諸
経

。
諸
宗
の
呵
責
は
佐
渡
已
前

。
已
後
倶
に
こ
れ
あ
り
と
雖

も
、
真
言
の
折
伏
は
佐
渡
己
後
な
り
」
（法
華
宗
全
書
　
日
隆
Ｉ
　
東
方
出
版
　
平
成

一
一
年
　
一
〇
三
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

ｍ
こ
れ
に
つ
い
て
、
「激
し
く
攻
撃
し
た
の
は
道
隆
の
方
で
あ

っ
た
。
し
か
も
人
的
攻
撃
的
色
彩
が
濃
厚
で
、
日
蓮
の
教
理
的
禅
批
判
は
、

一
念
三
千
な
ど
の
常
識
的
立
場
か
ら
の
攻
撃
、
教
外
別
伝

・
不
立
文
字
批
判
も
旧
仏
教
の
禅
批
判
の
常
套
的
公
式
の
線
を
出
ず
、
禅

の
本
質
は
相
当
に
理
解
し
て
い
た
が
、
旧
仏
教
か
ら
の
自
眼
視
と
異
な
ら
ず
、
権
威
の
再
確
認
の
為
の
努
力
に
終
始
し
て
い
る
」
（川

添
昭
二

「
日
蓮
の
禅
宗
破
に
つ
い
て
」
『
日
本
歴
史
』
六
二
号
　
昭
和
三
八
年
）
と
か
、
或
い
は

「日
蓮
の
禅
宗
批
判
は
比
較
的
簡
略

で
、
こ
れ
は
当
時
の
渡
来
禅
僧
ら
が
幕
府
要
路
の
崇
敬
を
受
け
て
い
た
た
め
か
、
禅
天
魔
の
排
撃
は
、
天
台
の
観
心
修
行
の
混
乱
に

『主
工
安
国
沿
』
の
祥
宗
批
判
に
つ
い
て
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対
す
る
憤
態
か
ら
発
し
て
い
る
」
（岡
田
栄
照

「日
蓮
の
禅
宗
批
判
に
つ
い
て
」
『印
仏
研
』

一
四
―

一　

昭
和
四
〇
年
）
等
の
指
摘

が
あ
る
。

固
定
遺
　
一
一〇
九
頁

岡
同
右

簡
定
遺
　
一
一
一
四
頁

固
定
遺

　
一
九
二
頁

ｍ
定
遺
　
五
九
六
頁

⑩
定
遺
　
一
一
一
八
頁

⑩
こ
れ
に
つ
い
て

「こ
れ
は
文
面
上
、
法
然
の
自
説

（私
曲
）
に
基
づ
く

『准
之
思
之
』
の
施
行
を
厳
し
く
批
判
す
る
文
で
あ
る
が
、

対
告
で
あ
る
時
頼
の
信
奉
し
た
禅
の
教
え

（教
外
別
伝
）
と
諫
暁
す
る
意
図
も
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
」
と
の
解
釈
が

あ
る
。
（佐
藤
祐
規
氏
　
ユ則
掲
書
）

ω
定
遺
　
一
〓
〓
ハ

０

「汝
と
は
具
体
的
な
対
告
と
し
て
時
頼
を
措
定
し
、
そ
の
上
で
国
主
の
信
奉
す
る
悪
比
丘
の
教
え

（禅
宗
）
を
と
ど
め
、
正
法
に
帰

依
す
べ
き
こ
と
を
提
示
し
た
文
言
と
思
わ
れ
る
」
（佐
藤
祐
規
氏
　
一則
掲
書
）

の
定
遺
　
一
〓
王
ハ

０

「日
蓮
諸
経
を
引
て
之
を
勘
る
に
、
…
勘
文

一
通
之
を
撰
し
立
正
安
国
論
と
号
し
正
元
二
年
七
月
十
六
日
宿
屋
入
道
に
付
し
て
故
最

明
寺
入
道
殿
に
之
を
進
覧
せ
し
む
」
翁
安
国
論
副
状
』
文
永
五
　
四
七
歳
　
定
四
二

一
）

「終
に
止
む
こ
と
無
く
、
勘
文

一
通
を
造
り
作
し
、
其
の
名
を
立
正
安
国
論
と
号
す
」
翁
安
国
論
御
勘
由
来
』
文
永
五
　
四
七
歳
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定
四
三
二
）
等
参
照
。

制
第
七
答
中
に
、
「阿
閑
仏
の
国
」
と
し
て
は
、
三
カ
所
用
例
が
あ
る
。
（定
遺
三
二
三
）

の
第
九
答
　
定
遺
三
二
五

ω
同
右

②
第
九
答
　
定
遺
三
二
六

②

『守
護
国
家
論
』
正
元
元
　
一二
八
歳
　
定
遺

一
二
九

ω
定
遺
　
一
〓
〓
ハ

⑩

『守
護
国
家
論
』
正
元
元
　
一一一八
歳
　
定
遺

一
二
九

ω
臨
済
禅
の
栄
西

（
一
一
四

一
～

一
二

一
五
）
に
も

『興
禅
護
国
論
』
（大
正
八
〇
所
収
）
が
あ
り
、
般
若
を
主
と
し
持
戒
を
基
本
と
す

る
禅
宗
こ
そ
国
家
を
鎮
護
す
る
も
の
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、
鎮
護
国
家
が
目
的
で
あ
れ
ば
、
政
治
や
軍
事
も
そ
の
方
法
と
な

り
得
る
の
で
、
宗
教
的
色
彩
が
希
薄
に
感
じ
ら
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
宗
祖
の
場
合
は
、
鎮
護
国
家
思
想
で
は
な
く
、
仏
法
為
本
、
つ
ま
り
あ
く
ま
で
も
仏
教
が
根
本
で
あ
り
、
そ
れ
に

よ
る
安
国
が
目
的
と
な
る
の
で
宗
教
的
色
彩
が
濃
厚
な
も
の
と
な
る
。
従

っ
て
両
者
の
国
家
観
に
は
か
な
り
の
径
庭
が
あ
る
こ
と
に

な
る
と
言
え
よ
う
。

（キ
ー
ワ
ー
ド
〉
立
正
安
国
論
、
禅
宗
批
判
、
法
然
の
浄
土
教
、
勘
文
、
此
土
浄
土

『
立
工
安
国
沿
』
の
祥
宗
批
判
に
つ
い
て
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